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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書  

①第三者評価機関名 

株式会社ケアシステムズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：アートチャイルドケア東戸塚 種別：保育所 

代表者氏名：園長 萩原美智子 定員（利用人数）：90名（86名） 

所在地：〒 244-0801 神奈川県横浜市戸塚区品濃町557-1 常盤ビル1F                      

TEL：045-821-4015 ホームページ：

https://www.the0123child.com/personal

/1273/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2010年４月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：アートチャイルドケア株式会社 

 職員数 常勤職員：     19名 非常勤職員      7名 

 専門職員 保育士    18名 管理栄養士     １名 

栄養士     3名 調理員       １名 

看護師     １名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室６、事務室1、調理室1 バリアフリー、自動ドアインターホン、

プラズマクラスター設置、園庭、IC登

降園管理システム 

 

③理念・基本方針 

保育理念  

～「自分らしく＜」生きていくことのできる子どもを～ 

子どもの全人格を尊重し、子どもたちがこどもたちが本来持っている「生きる力」を育

み、「何を学ぶかよりも、どう学ぶか」を考えられる子どもを育てたい。 

 

基本方針 

睡眠と生活リズムを整える事を目指して保育を展開していきます。 

一人ひとりの個性と成長に応じた保育を展開していきます。 

子どもの「失敗」を受け止める保育を展開していきます。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

保育園の近くには大きな品濃中央公園をはじめ、いくつかの自然溢れる公園に恵まれ、

元気いっぱい 楽しく遊んでいます。 

隔週で英語リトミックを通して異国の文化に触れ楽しんでいます。 

体操教室も隔週で行い外部講師を招いて実施しています。 

春の遠足、夏は七夕祭りや野菜の栽培 収穫を経験しながら土に親しみ  

美味しく頂きながら食育活動をしています。 

秋は運動会、冬はおゆうぎ会やクリスマス会など季節に合わせた行事や毎月のお誕生日

会も行っています。 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2020年8月1日（契約日） ～ 

 2021年４月27日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）      1回（    年度） 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

・子どもに寄り添う保育の実現にむけて取り組んでいる 

ナンバー１宣言として「余裕をもって子どもに寄り添う保育」を掲げ、保育において特

に重点を置き取り組んでいる。職員会議では「子どもへの声かけ（声の大きさ）、言葉

掛け」など子どもへの接し方について話し合い、自分で考えて行動できるような声掛け

の工夫や、声の大きさを意識することで、子どもが落ち着いて過ごせるようになってい

るなどの成果も見られている。また、遊び込める環境づくりにも力を入れており、一人

ひとりと向き合いながら子どもに寄り添う保育の実現に向けて取り組んでいる。 

 

・職員が気持ちを伝えられるような環境づくりに取り組んでいる 

職員が余裕をもって仕事に向き合うことができるように、職員会議では「職員の仕事の

改善」などについて全職員で話し合い、それぞれの意見や提案を取り入れるようにして

いる。また、日頃より困ったことや相談などがあれば、小さなことでも自分の気持ちを

伝えることが出来るように話しており、一人ひとりの思いを大切により良い環境づくり

に取り組んでいる。 

 

◇改善を求められる点 

・地域との交流を充実させることを目指している 

本年度はコロナ禍のこともあり、地域の園長会なども通達・連絡が中心となっていたこ

とが報告されている。例年であれば、地域ネットワークの中で子どもが交流できる機会

を計画し、実施に向けて協働する機会として取り組んでいる。本年度は中止や縮小にな

るケース多く、子どもが触れ合う機会が少なかったことも報告されており、地域での交

流については次年度に向けての課題としている。また、施設長は就任間もないため、従

来からの交流の継続をはじめとし、さらに新しい生活様式の中での取り組みを充実させ

ることを目指している。 

 

・研修に計画的に参加するため職員体制を整えている 

本年度は外部研修の開催が少なかったこともあり、職員のスキルアップの機会が縮小し

てしまったことを課題としている。次年度に向けて、職員が希望する研修に参加するこ

とができるように、内外研修情報を早期に把握し、適切なシフト体制が組めるような準

備を図ることを目指している。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受けた事により職員全員でいろいろな視点から⾒直す事が出来た。 

改善点や良かった点が浮き彫りになり、より良い保育を⽬指すのはどうしたら良いか漠

然としていたものが現実的になった。保護者向けのアンケートで困っている点、園に望

んでいる事なども分かれやすく出てきて改善に向けて取り組む⽷⼝となり、受けて良か

ったと思う。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


